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研究成果の概要（和文）：動学的グローバルCGEモデルの開発と海外直接投資（FDI）のより理論整合的な組込みが本研
究の目標であった。Dixon, Jerie and Rimmer (2015)を基礎として、財の差別化を扱う代表的な国際貿易モデル (Armi
ngton(1969), Krugman (1987), Melitz (2003))を共通の定式化によって実装することを可能にする輸出モジュールを
開発した。この輸出モジュールの開発は、Helpman, Melitz and Yeaple (2004) を理論的基礎として、輸出とFDIを動
学的グローバルCGEモデルに組み込むために非常に重要な役割を果たしている。

研究成果の概要（英文）：Our aim for this research project is to develop a dynamic global CGE model of 
trade and foreign direct investment that is closely based on theoretical development. Following Dixon, 
Jerie and Rimmer (2015), we prototyped a module in CGE model that encompasses three different 
specifications of international trade, such as Armington (1969), Krugman (1987), and Melitz (2003). 
Prototyping of this flexible export module leads to a significant step to incorporate heterogeneous 
firms’ behavior on exports and foreign direct investment into a global CGE model, following Helpman, 
Melitz and Yeaple (2004).

研究分野： 国際経済学
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１．研究開始当初の背景 
 
経済連携協定 (EPA: Economic Partnership 
Agreement) や自由貿易協定  (FTA: Free 
Trade Agreement) の増加に伴い、その効果
の実証的研究や数量的評価が数多く行われ
ている。しかしながら、投資規制の緩和や撤
廃の効果を一般均衡分析の枠組みで実証
的・数量的に分析した研究は 少ない。EPA 
により加盟国間での投資の調整費用や現地
子会社設立の際に必要となる固定費用等が
低下するならば、EPA からの潜在的な経済
的恩恵をより多く享受できる可能性がある。 
 
FTA は貿易財の関税や非関税障壁を対象と
し、EPA は FTA に加えて投資、知的財産、
国際協力などを含めたより広い経済全体を
対象としている。そのため、EPA の経済的
効果を考察するためには多地域多部門を内
包した CGE モデルや応用一般均衡 (AGE: 
Applied General Equilibrium) モデルが利
用されてきた。分析に使用された CGE モデ
ルや AGE モデルの多くは比較静学を分析
枠組みとして採用したものが多い。しかし、
投資と資本蓄積による動学的側面や国境を
越える投資配分について明示的にモデルで
扱われた例は限られる。 
 
静態的な予想による Recursive Dynamics に
よる投資動学を多地域多部門のグローバル
CGE モデルに導入した分析例もあるが、経
路依存性のため経済厚生変化の評価に難し
さが存在する。一方で、動学的最適化問題に
よ り 定式化 さ れる完 全 予見に 基 づ く
Intertemporal Dynamics を グ ロー バ ル
AGE モデル上に実装した先駆的な研究も存
在する。これらのモデルには、将来予見の有
限期への近似方法や、政策の変更による調整
程度が大きく影響する等のモデル計算上の
困難さがある。 
 
不完全代替を基礎とする Petri (1997) によ
って提唱された  FDI の定式化が多くの 
CGE、AGE モデルで採用されているが、ア
ドホックな仮定に基づいており限定的であ
るとの批判もある。近年の理論分野における
進展を取り込むことで開発・改良が可能であ
ると予想される。 
 
 
２．研究の目的 
 
動学的グローバル CGE モデル開発と海外直
接投資のより理論と整合的な組込みが本研
究の目的である。主要な実施項目は次の 3点
である。(1)動学的グローバル CGE モデル開
発と海外直接投資の組込み、(2)モデル開発
の基礎となるデータベースの整備、(3)政策
シミュレーションの実施である。 
 

３．研究の方法 
 
静態的な予想に基づく Recursive Dynamics
を出発点とする。Purdue 大学国際貿易分析
センターで開発された Dynamic GTAP モデル 
に採用されている “Disequilibrium theory 
of investment” について検討を行い、調整
メカニズムである “Error correction” を
モデル開発に応用する。モデルコーディング
言語としては GEMPACK を使用する。 
 
一方で、完全予見を仮定する Intertemporal 
Dynamics を出発点とし、動学的最適化問題
で定式化される将来予見に基づく投資モデ
ルの再検討を行う。Recursive Dynamics モ
デルからの知見を、開発モデルへ吸収統合す
る可能性の検討を行う。モデルコーディング
言語は GAMS を 使用する。 
 
国際機関や研究者に広く利用されている 
GTAP データベースを、世界銀行や IMF から
の情報を利用して国際資本移動の捕捉を目
的として拡張する。我が国で利用可能なデー
タの活用も行う。モデル及びデータベース整
備のためのプログラミング言語について、統
合作業を見据えた長所・短所の評価を行う。
仏国 CEPII で開発された FDI データベー
スの検討を行い、OECD や E.U. から提供さ
れるデータとの照合を行う。また、CEPII デ
ータベース開発で適用されたマトリック
ス・バランシングのための最適化問題の検討
を行う。 
 
４．研究成果 
 
初年度の平成 24 年度には、静態的な予想に
基づく recursive dynamics である、Dynamic 
GTAP モデルを試算分析に応用することで再 
検討した。一方で、完全予見を仮定する
intertemporal dynamicsによる投資モデルの
開発にも着手した。モデル開発用プログラム
言語 として GEMPACK と GAMS を利用し、両プ
ログラムによる開発環境整備を行った。動学
的グローバル CGE モデルの構築作業では、
heterogeneous 企業の輸出行動と産業部門生
産性を内生的に記述するモジュールを開発 
した。このモジュールは FDI を考慮する際に
重要であり、24 年度の大きな成果と言える。
具体的には、貿易自由化に伴い輸出を拡大 
する効率的な企業と撤退する非効率な企業
の出現により、産業部門生産性の変化を数量
的に補足することが可能となる点に重要性
がある。敷衍的な拡張として、さらに効率的
な企業がFDIを行うといったモデル内での定
式化に道筋をつけた意義ある成果と考えら
れる。  
 
このモジュールの重要性は、CGE モデル開発
の基礎となる理論として Helpman, Melitz 
and Yeaple (2004) による “Export Versus 



FDI with Heterogeneous Firms” を想定し
ていることによる。輸出モジュールの開発は、
heterogeneous firm の輸出と FDIを数値モデ
ルに組み込む際、その第一歩として非常に重
要であった。さらに、このモジュールでは、
Dixon, Jerie and Rimmer (2015)を基礎とし
て、財の差別化を扱う代表的な国際貿易モデ
ル  (Armington(1969), Krugman (1987), 
Melitz (2003))を共通の定式化によって実装
することを可能にしていることも重要であ
る。 
 
平成 25 年度は、グローバル CGE モデルへの 
heterogeneous firm 輸出モジュールの組込
み精緻化と、核となるパラメータの導出にお
いて研究上の進展があった。前者の組込みで
は、CGE モデルのプログラミング言語である
GEMPACK と GAMS の 2 言語で組込みを行った。
プロトタイプモデルによる研究中間報告を、
上海で開催された 16th Annual Conference 
on Global Economic Analysis において行っ
た。後者のパラメータ導出では、数値計算上
の問題があり、特に GEMPACK でこの問題の解
決策を見つけることが困難であった。しかし
ながら、より効率的なパラメータ導出手法を
発見したことで、モデル開発が進展する見通
しを得た。また、Purdue 大学国際貿易分析セ
ンターへの訪問では、heterogeneous firm を
グローバルCGEモデルで扱う同様な開発が行
われており、非常に有益な意見交換と今後の
研究協力の機会を得た。 
 
本研究では、動学的グローバル CGE モデルの
開発作業を通して、heterogeneous firm の輸
出と直接投資のモジュール組み込みを行っ
ている。これまでの拡張では、フレキシブル
な輸出モジュールのプロトタイプ開発で成
果を出しつつある。輸出モジュールについて
は、GAMS と GEMPACK という 2つの異なるプロ
グラミング言語での実装が完成しつつある。 
核となるバラメータの計算過程を検討する
作業にかなりの時間を要したが、より効率的
な導出方法を特定化することができた。連携
研究者の多大な貢献によりこれまでの進捗
が得られたことは特筆すべき点である。 
 
最終年度は、heterogeneous firm の輸出モジ
ュールのさらなる作り込みとその試算応用
としての貿易自由化シミュレーションを実
施することで、完成度を高めた。また、直接
投資モジュールについての検討とプロトタ
イプ開発を継続し、輸出モジュールとの接合
に向けて開発作業を継続している。研究開発
の進捗状況は、国内外の学会での報告機会を
有効に活用し、同分野での研究者からのコメ
ントやフィードバックを開発作業に反映す
ることができた。具体的には、セネガルで開
催された 17th Annual Conference on Global 
Economic Analysis や、国際経済学会での研
究報告でのコメントが有用であった。 

さらに、最終年度の２月には、GTAP モデルと
データベースの開発拠点である Purdue 大学
の国際貿易分析センター(Center for Global 
Trade Analysis)に於いて、新たに開発した
モジュールについて研究報告を行ったこと
が成果として挙げられる。GTAP の産みの親で
ある Hertel 教授をはじめとして、CGE モデ
ルや国際貿易モデルの専門家から非常に有
益なコメントを得ることができた。 
 
新たに開発した開発モジュールについては、
2015 年の Annual Conference on Global 
Economic Analysis で研究報告を行う予定で
ある。 
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